
令和６年度 ３学期始業式 校長からの話 

校長 益満 等之 

みなさん おはようございます。 

令和７年がスタートしました。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

冬休み中、みなさんはどのように過ごしていたでしょうか。のんびりした人もいた

でしょうし、将来の生活を考えてアルバイトをしたり、３年生の中には、４月以降に

就労・または利用する事業所での仕事に取り組んだりした人もいることでしょう。 

冬休み中に、インフルエンザの罹患者が過去最多になったとのニュースもありました。

みなさんは大丈夫でしたか？ 

 そんな私は、年明けすぐに、インフルエンザＡ型に罹患してしまい、数日間 寝込

んでいました。高熱、咳、身体のだるさでとても辛かったです。発熱外来に通院して

薬をもらいました。私は「イナビル」という、口から吸い込むタイプの薬を処方して

もらいました。服薬した翌日には熱が下がり、身体が楽になりました。インフルエン

ザ治療薬はずいぶん進化しているなと感じました。 

 ところで、昔このインフルエンザ治療薬の研究に貢献した日本人がいたことを知っ

ているでしょうか？「破傷風」という感染症の治療方法を確立したことで有名な人で、

北里柴三郎 という人です。みなさんはよく知っているはずですよ。昨年新しく発行

された１０００円札の肖像の方です。 

「破傷風」は、その昔、世界中でたくさんの方が亡くなったという 恐ろしい感染

症ですが、今ではあまり聞いたことがないですよね。社会全体が衛生的になったこと

もありますが、北里柴三郎の研究で、確実な治療法が見つかったため、恐ろしい感染

症だという認識が薄くなってきています。北里柴三郎が発見した、いろいろな感染症

の「治療法」や「ワクチンの考え方」は、現代にも引き継がれ、世界中で応用研究が

進んでいます。１０００円札を見るたびに、感染症と戦い、人々の命を救い、私たち

の健康を守る研究をした北里柴三郎に敬意をはらいたいものです。 

インフルエンザやコロナウイルスは、毎年のように型が変わるので、なかなか根絶

にはいたっていません。また、外国では新たな感染症が拡大しているという情報もあ

り、油断はできません。人間と感染症との闘いはこれからも続いていくことでしょう。

しかし、北里柴三郎の遺志を引きついた研究者たちが、きっと、その感染症の根絶方

法を導き出してくれると信じていたいと思います。 

 さて、今日から３学期です。健康に気を付けて、今年度の締めくくりをしっかりと

していきましょう。 

 以上で私の話を終わります。 


